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ここ数年では比較的雪の多かった鶴居村でしたが、3 月に入ると春の歩み

がぐんぐんと進み、早くもフキノトウが顔を出しました。

ビジターセンターからは工事中の新しい木道が見えていますが、そんな中、

1頭のキタキツネがその工事中の木道の上を悠然と歩いていました。こち

らの「歩み」はちょっとフライングですが。

春の歩み。でもそれはフライングでは？…
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現在、木道は改修工事中
のため、温根内ビジター
センターからは木道へは
通行できません。

工事のお知らせ
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現在、老朽化した木道の改修工事を行っております。

温根内ビジターセンターから木道の通行はできません。

☆☆☆温根内ビジターセンター周辺の自然情報☆☆☆

○表紙の写真 上：架け替え工事中の木道　中右・中左：キタキツネ　下：フキノトウ（アキタブキ）

ビジターセンター

ハシブトガラ

ワタリガラス

カケス

ネズミ類の足跡

タンチョウの足跡

～温根内ビジターセンター周辺の自然～

ヒヨドリ

【ワタリガラス】　冬鳥

カラス科　渡鴉

冬季に渡ってくる渡り鳥の

カラスの仲間です。「クヮ

ロ、クヮロ」などの甲高い

声が上空から聞こえてきて

本種と気づきます。

【ヒヨドリ】　留鳥

ヒヨドリ科　鵯

厳しい冬の間も、木の実な

どを食べて飛び回っていま

した。水面の見える所では

元気に水浴びをする姿も見

られました。

【タンチョウの足跡】　留鳥

ツル科　丹頂

湿原周辺の水辺の近くに往

復した足跡が見つかること

があります。人知れず水中

に潜む餌を求めに来ている

ようです。

【カケス】　留鳥

カラス科　懸巣

「ピィェー」と、ノスリの

鳴声を見事に真似て騙され

ました。こちらもカラスの

仲間です。北海道のカケス

は亜種ミヤマカケスです。

【ハシブトガラ】　留鳥

シジュウカラ科　嘴太雀

普段から身近な本種です

が、「チヨチヨチヨ…」と

いう囀りが聞こえ始める

と、春の近づきを感じさせ

ます。

【ネズミ類の足跡】

木と木の間の雪面に点々と

続く足跡。ネズミ類の足跡

は尾の跡が着くのが特徴で

す。今季は例年に比べて見

かける機会が多かったよう

に思います。



〇「湿原の裏山でスノーシューハイク」3 月 7 日　参加者：14 名

スノーシューを履いて、普段は立ち入れないビジターセンター裏の丘を登り、春を待つ植物を観察し、湿原を違った

視点で見直すスノーシューハイクを行いました。スノーシューを履いて裏手の森から散策を開始すると、エゾシカの足

跡や食痕が随所に見つかり、このあたりを徘徊していることがよく分か

りました。坂を登って稜線付近まで到達すると、湿原域では目にしない

ヤマウルシの木が所々で見られたほか、下りの途中の斜面では、特徴的

な花芽をつけたキタコブシやホオノキも確認でき、湿原との環境の違い

が感じられました。釧路湿

原を見渡せる丘では、雪の

積もり方で植生が異なるの

がよくわかり、この日はさ

らに運のよいことに、湿原を飛び立つタンチョウのつがいを遠目に見る

ことができました。天気も清々しく、気持ちのよい汗をかきながら、過

ぎ去りつつある冬を耐えしのぶ生き物たちの姿を垣間見ることができま

した。（解説：温根内ビジターセンター指導員 藤原伸也）

今年度はまさに、新型コロナに振り回されたと言っても

いいくらいの 1 年でしたね。そんな中ではありましたが、

ビジターセンターにはたくさんの子どもたちが来館し釧

路湿原を学びに来てくれました。鶴居村、釧路市、釧路

町の小学生のほか、各教育団体の主催で訪れてくれた小・

中学生もいました。釧路地方の子どもたちは、湿原やそ

こに生息する生き物について日頃から高い関心を持って

おり、こちらからの問

いかけにも即座に反応

が返ってきます。印象

的だったのは、6 月に

行った鶴居小学校の児

童さんとのリモート授

業。リモートでの授業

が初めてで戸惑う私を

よそに、児童の皆さん

はスバスバと質問をし

てくれました。

またこの 1 年で気づい

たことがありました。野外に案内している際、ちょっと

だけ子どもたちの体力が落ちている ? と感じる時があり

ました。私の勘違いかもしれませんが、もしかすると新

型コロナのこともあり、休日は家にいることが増えたか

らかな？と少し気になったこともありました。来年度か

らは皆さんをいつも通りに湿原に案内できればと願って

います。（温根内ビジターセンター指導員　藤原伸也）

温根内ビジターセンターは、4 月から開館時間が１時間延び、9:00 ～ 17:00 の開館と

なります。また、現在もビジターセンターから通じる木道は工事中ですが、３月末に工

事は終了する予定です。新しい木道が開通する日程が決まった際は、当センターの HP

や Facebook にて通知いたしますので、ご確認ください。新しい木道で皆さんをお迎

えできる日を楽しみにしております。
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☆☆☆☆ コロナ禍でも子どもたちは元気でした！ ☆☆☆☆

☆☆☆☆　4 月から開館時間が変わります　☆☆☆☆

■ヒシクイ■オオハクチョウ■タンチョウ■ワシカモメ（3/13 温根内初確認）■トビ■オジロワシ■オオワシ■ノス

リ■コゲラ■オオアカゲラ■アカゲラ■モズ■カケス■ハシボソガラス■ハシブトガラス■ワタリガラス■ハシブトガ

ラ■ヒガラ■シジュウカラ■ヒヨドリ■エナガ■ゴジュウカラ■キバシリ■トラツグミ■ツグミ■ジョウビタキ■アト

リ■マヒワ■ベニヒワ■シメ

○温根内周辺で観察された鳥（2 月 15 日～ 3 月 14 日）和名は日本鳥類目録第 7 版の順

※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

釧路湿原は渡りの時期を迎え、確認される野鳥の種類が増えてきています。上空には旅鳥のヒシクイやオオハクチョウが通過

していく姿が見られました。また、カラ類の囀りやキツツキ類のドラミングもよく聞かれるようになってきました。ビジターセ

ンターにお越しの際は、工事車両の往来にご注意ください。

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 16：00（4 月～ 10 月は 17：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～春はもうそこに～

留鳥の囀りが賑やかになってきまし

た。春はもうすぐそこに来ています。

新年度もよろしくお願いいたします。

☆☆☆☆☆ 自然ふれあい行事　2021 年度の予定 ☆☆☆☆☆

【早朝バードウォッチング】

23 日（日）8：00 ～ 10：00

鳥の活動が活発な早朝、釧路湿原とその周

辺に集まり始めた夏鳥を探します。

【初夏の花を見に行こう】
6 日（日）10：00 ～ 12：00
花の季節到来！湿原を演出する可憐な花や目
立たないスゲの花などを観察します。

【夏の樹木と花を見に行こう】
4 日（日）10：00 ～ 12：00
緑あふれる夏。草木はどうやって花や実を
つけ、次世代へとつないでいくのでしょうか。

【ホタルの週末】
16 日（金）～ 18 日（日）18：30 ～ 21：00
釧路湿原に棲むヘイケボタル。そのふしぎな生態
を学び、生息環境と光る姿を見に行きましょう。

8 月

【夏休み ! 温根内周辺の外来植物を探そう】
1 日（日）10：00 ～ 12：00
夏休み特別企画第 1 弾。温根内周辺に生
育する外来植物を観察し、その環境について考えます。

【ザリガニウォッチング２～二ホンザリガニ編～】
26 日（日）10：00 ～ 12：00
釧路湿原に棲む絶滅危惧種二ホンザリガニ
の生態を学び、生息環境を観察します。

10 月

【初冬の植物を見に行こう】
14 日（日）10：00 ～ 12：00
本格的な冬を前に、植物がどのように冬を越え
る準備をしているのか観察します。

【クリスマスリースを作ろう】
28 日（日）13：00 ～ 15：00
クリスマスを前に、自然の素材を使ってオ
リジナルリースを作りましょう。

11 月

【秋の紅葉を見に行こう】

17日（日）10：00 ～12：00

紅葉の季節。鶴居軌道跡の樹木を中心に色

づいた木々や実を見つけてみましょう。

12 月

【湿原アニマルトラッキング】
16 日（日）10：00 ～ 12：00
雪上に残る動物の痕跡から、冬の湿原にはどん
な動物が暮らしているのか考えます。

２月

1 月

3 月

【アイヌの自然観 ～カムイ編～】
6 日（日）10：00 ～ 12：00
湿原の動物の痕跡を観察しながらアイヌ民族と

「カムイ」との関係について学びます。

【湿原の裏山でスノーシューハイク】
6 日（日）10：00 ～ 12：00
残雪の裏山をスノーシューで歩き、雪解け
を待つ植物などを観察します。

【湿原の「かたち」を見て歩こう】
5日（日）10：00 ～12：00
花や葉が枯れ落ち、遠くまで見渡せるこの時期。普段注
目しない湿原周辺の「かたち」にスポットを当てます。

4 月

5 月

6 月

7 月

【春の足音を聴きに行こう】
11 日（日）10：00 ～ 12：00
釧路湿原の環境や生態系を中心に学びながら早春の木道
を歩きます。

【夏休み ! ザリガニウォッチング ～ウチダザリガニ編～】
15 日（日）10：00 ～ 12：00
夏休み特別企画第 2 弾。特定外来生物のウチダザリガニ
を捕獲し、外来種の脅威と湿原への影響を学びましょう。

9 月
【アイヌの自然観 ～植物偏～】

5 日（日）10：00 ～ 12：00

アイヌ民族が利用した春の植物を観察しな

がら、彼らの知恵を学びます。

9 月（続き）


